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 論文審査の結果の要旨
 齋藤提出の論文は単純金属のL2,3軟X線放射帯端に現われる多体効果thresholdexponentを定
 量的に求めたものである。この効果は内殻ホール生成にともなう遮蔽電子の集積によるMahan
 のexhancementと多電子系の始状態と終状態間の直交性カタス'トロフィーによるAndeじsonの
 supPressionの相乗効果と考えられ,1969年にNozibresとDeDominicisによって始めて数学
 的に解かれthresholdexponentα1なる量で記述できるとされたが,その後この理論の当否をめ
 ぐる目まぐるしい展開があった。中でもcompatibllity関係を根拠とするDowの反論,CiLrin等
 の解析による肯定などが有名でこの分野に白熱した議論を呼んだ。しかし,かんじんの実験的な
 裏付けとなると大変中味が乏しく,存在する実験も不完全なものが多く,その解析もかなり大ざ
 っぱなものしがなかったと言うのが実情であった。
 齋藤はこれまで殆んど信頼に足る'データのなかったA],Mgを主体とし,傍証としてNaをも対
 象としたが,実験に当っては特別に設計した液体ヘリウム・クライオスタットつき超高真空軟X
 線管及び分光計との間の前置鏡槽と差圧排気系を用いた.又分・光計はray-traclngの方法で[調整
 を行ない高分解能の測定を可能とした。これらの実験条件はこれまでのどの実験より清浄な高真
 空,高分解能であり,今日まで最も優れたものと言うことが出来る.
 得られた放射帯端スペクトルには,E記のthresholdexponentlこよる効果の他に,軟X線の
 対陰極内自己吸収効果,hole-Phonon相互作用による拡がり,holeの寿命による拡がり,
 Fermi分布の温度依存効果,装置窓関数の効果が寄与している.齋藤はこれらの諸効果を可能な
 限り,実験的手段で除去することを考え,先づ軟X線取出し角をinsituで可変とすることによ
 り,自己吸収効果を無視しうる状況下で実験を行なった事,試料温度を70。Kから420。Kまで1]∫
 変としてFermi分布温度f衣存効果を除去し,且つ色々の温度で矛盾のないexponelltを得るにも
 役、kてるなど多くの工夫を行なった。結局,最終的にはGaussian,Lorentzia11,thresholdexp〔)一
 nentαoの3つをパラメターとしたconv〔)lutionによる数値的な形状適合によって,これら3
 つのパラメターを同時に決めることに成功した。なおこの解析に当ってはd波成分の寄与につい
 てもモデル的な考察が行なわれ,最悪の場合でもαoの値は約20%程度しか大きくならないこと
 を突き止めた。結局得られたαoの値は殆んど1電子遷移状態密度の影響のない,本来の値に極
 めて近いものであることがわかった。その値はAlで0.12,MgでO.10,Naで0」4で、これらの値
 は何れもこれまで言われている値よりかなり小さい。又hole-Phonon相互作用による拡がりの
 温度依存はA]の場合には見られ,既存の理論で定性的に理解できることがわかったが,Mgの場
 合には温度依存がなく,その原因は不明であった。
 以ヒ,本研究の実験とその解析はこの分野の最高水準のものと言って良く,齋藤が自立して研
 究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を角'することを示している,よって齋藤耶美提出
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 の論文は理学博士の学位論文として合格と認める・
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